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第 4 章では、本合金における二段時効の特性と機構について述べている。析出前段階で G 、 P 、ゾ
ーンが形成される領域と pre-β/ が形成される領域とでの予備時効の核形成速度や最高硬度に相違が
ある。すなわち、 G 、 P ゾーンが形成される領域で予備時効するよりも、 pre ー β/ が形成される領
域で予備時効した方が準安定相の核形成速度も早く、最高硬度も高い。これは G 、 P、ゾーンの熱的
安定性が、 pre ー β/ のそれにくらべて低いことに起因するためであると説明している。また、多段時
効の指針として、数段階の予備時効による形成物の熱的安定化と形成物の量を増すことが有効で、ある
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ことを示している。
第 5 章では、本合金の強度を支配する因子について検討し、これらの因子が各時効段階での析出硬
化にどのような相違があるかについて検討している。底面すべりわよび底面すべりと柱面すべりとの
複合すべりが主役的な変形様式であり、析出物が存在すると双晶変形や粒界努断はきわめて少ない。
また、強度は結品粒度依存性をもち、試験温度や歪速度にも依存することなどを示している。さらに
析出物の種類と寸法がわかれば析出硬化の違いを量的に扱いうることを示している。すなわち、時効
初期や析出物のごく小さい状態での強化は時効形成物を転位が切りぬけてゆく抵抗であり、比較的大
きい析出物では析出物聞を転位が通りぬけてゆく by-pass 機構によって説明されることを示し、その
結果を光学わよび電子顕微鏡観察により認確している。また、各時効段階での加工硬化についても検
討し Ashby の二次すべりモデルを適用できることを示している。
第 6 章は本研究の結論を述べている。
論文の審査結果の要旨
本論文は金属材料の中でも比強度の増大が特に注目されているマグネシウムー亜鉛合金について、
時効過程を検討したものである。マグネシウムー亜鉛合金の時効の初期に二段階の析出前段階が存在
し、時効の進展に伴って準安定相、平衡相が析出する時効の素過程を明らかにして、これにもとづいて
多段時効法への指針を与え、二段時効によりその有効性を実証している。また、時効過程に対する合
金の組成、微量添加元素、焼入速度、時効前の加工など冶金学的諸因子の影響を広く検討して、本合
金の熱処理の適性条件を与えている。更に時効に伴う強化因子を詳しく検討して、本合金の時効硬化
を定量的に説明することに成功している。
以上のように本論文は、冶金学上貢献するところが大きしミ。よって本論文は博士論文として価値あ
るものと 3志める。
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